
本年度の具体的方策 評価指標 評価結果 次年度以降への改善策

生徒が価値ある課題に協同して取り組むこ
とを支援する。

「授業アンケート」の評価項目③「課題」、⑥「協
同」に肯定的な評価をした生徒の割合が60％以
上Ａ、50％以上Ｂ、50％未満Ｃ

研究・公開授業と｢授業観察シート｣を活用した振
り返りを広く実施し、生徒の深い学びにつなげ
る。

研究・公開授業と振り返りを実施した教員の割合
が、80％以上Ａ、60％以上Ｂ、60％未満Ｃ

各種委員会活動の充実や生徒会行事の成功
のために、仲間とともに取り組むことの価
値を体感させる。

生徒アンケートを実施し、協調・協働できたと答え
た生徒の割合が、60％以上Ａ、50％以上Ｂ、50％
未満Ｃ

健康な生活が送れるように『保健だより』
等を通じて保健指導を行い、生徒の意識高
揚を図る。

生徒アンケートを実施し、健康に留意したと答え
た生徒の割合が60％以上Ａ、50％以上Ｂ、50％
未満Ｃ

｢総合的な学習の時間｣の年間計画を見直し
て各年次に合わせた内容を実施すること
で、生徒の進路や生き方を考えさせる。

｢総合的な学習の時間｣に関する生徒アンケート
を実施し、満足度が60％以上Ａ、50％以上Ｂ、
50％未満Ｃ

｢進路ガイダンス｣を生徒の実態に合った内
容・形式に改善して多くの情報を提示する
ことで、一人ひとりのキャリア発達を支援
する。

｢進路ガイダンスⅠ・Ⅱ｣の終了後に生徒アンケー
トを実施し、満足度が60％以上Ａ、50％以上Ｂ、
50％未満Ｃ

面談や調査・検査の結果を活用し、生徒の
傾向やニーズに基づいた対応を実践する。

｢相談や一人ひとりに対応した指導｣に関する生
徒アンケートを実施し、評価が昨年を上回るＡ、
同程度Ｂ、下回るＣ

生徒や保護者が抱える課題について、情報
共有やＳＣとの連携、ケース会議の開催
等、組織的な支援体制の構築を図る。

｢困難な状況にある生徒への組織的な支援｣に関
するＨＲ担任アンケートを実施し、充実度が60％
以上Ａ、50％以上Ｂ、50％未満Ｃ

学悠館の魅力を学校外に情報発信するため
に、前向きに学校生活を送っている生徒の
姿を中心にすえて効果的に広報する。

『学校案内』の見直し、ＨＰの更新、学校紹介ポス
ター(チラシ)の作成をして効果的な広報活動がで
きたＡ、おおむねできたＢ、不十分であったＣ

各種案内文やＨＰ､『学悠館だより』にＰＴ
Ａ関係行事を掲載して広く紹介すること
で、活動への保護者の理解を促進する。

ＰＴＡ関係行事の｢予告｣と｢報告｣ができたＡ、お
おむねできたＢ、不十分であったＣ
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学校自己評価
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居がいのある
学校生活

キャリア発達を
促す活動

困難を抱える
生徒への支援

開かれた学校、
外部資源の活用

安全安心な学習
環境の確保

校内外の巡回指導やアンケート、日頃の生
徒観察、声かけを実施し、危険防止、問題
行動の未然防止を目指す。

巡回や声かけにより成果が上がったＡ、計画的に
巡回指導ができたＢ、不十分であったＣ
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テーマ 教育の質を高めるチーム学悠館

～ 私から私たちへ 共にあるという心 ～

本年度の目指す生徒の姿
○対人関係に踏み出し、感謝の心を持てる生徒

○協同する価値を知り、他者に貢献する生徒

○多様な価値観を尊重し、共に成長する生徒

取組の視点

生徒

○学習意欲を高め、自律的な学びにつなげる

○自己肯定感の高まりを自主的、自律的な行動につなげる

○協同の価値を様々な場面で見出す

教職員
○意欲を高めることで、活動の質を高める

○他者信頼→他者貢献→自己受容（肯定）のサイクルを回す

○生徒の潜在力を信じる

定時制課程『共生』のステージ


